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WG07 参加メンバー（順不同）

事業者会員 6社・団体

◼ EP Rental株式会社

◼ 伊藤忠TC建機株式会社

◼ 株式会社大林組

◼ 一般社団法人環境ロボティクス協会

◼ 一般社団法人千葉房総技能センター

◼ 丸磯建設株式会社

オブザーバー参加

◼ 大河原運送株式会社

オープン参加(e建機チャレンジ大会）

◼ 株式会社長岡計器

◼ 株式会社ウェルソック

◼ セーフィー株式会社

◼ 株式会社諸岡

◼ 大塚製薬株式会社

サポート会員 11社・団体

◼ アクティア株式会社

◼ 伊藤忠商事株式会社

◼ クラリオンセールスアンドマーケティング株式会社

◼ 株式会社クレオ

◼ 株式会社サトー

◼ ソフトバンク株式会社

◼ 豊田通商株式会社

◼ 日本システムウエア株式会社

◼ 三井住友海上火災保険株式会社

◼ 矢崎総業株式会社

◼ ウイングアーク１ｓｔ株式会社
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Agenda

◼活動テーマ―からe建機チャレンジ大会

◼「e建機チャレンジ大会プレ大会」
• 開催の目的

• 開催概要

• コース＆ルール

• プレ大会映像

◼ e建機チャレンジ本大会に向けて
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活動テーマ― そして e建機チャレンジまで
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「e-建機チャレンジ大会」プレ大会開催要項

・開催日時 ：

・競技参加者：

・スケジュール：

2022年5月19日（木） 10：00～14：00

・開催会場 ： 遠隔操作会場（メイン会場） 「旧老川小学校 フリースペース」

建設機械稼働会場 千葉房総技能センター 筒森AIセンター

・開催目的 ： ・本大会を前提とした安全性及び運営の確認
・本大会参加者やスポンサー、取材メディアの募集
・建設機械の遠隔操作に関係する行政、自治体への告知

建設機械運転の免許、資格を持った経験オペレーター数名

・10：00 受付開始 ※開始まで展示物などをご見学下さい
・11：00 開会宣言
・11：10 遠隔操作の説明
・11：30 競技内容の説明
・11：50 競技開始 ※途中休憩あり
・13：40 競技終了 ※学校に集合して結果発表
・14：00 解散

・招待予定者： 行政、自治体関係者、消防関係者、団体、関連企業、メディア等



開催目的

目的１

建設機械の遠隔操
作技術の社会実装
（技術、法令、教
育、人材、普及）

を促進

目的２

非就労者、未経験者な
どの就労支援による、
建設業界への新しい人
材の創出（建設業界の
少子高齢化、人材不足

の解消）

目的３

建設機械の遠隔操
作技術と新たな人
材による災害救助、
災害復旧支援体制
の構築と社会貢献
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開催概要

大会開催会場 建設機械競技会場

大多喜町の「旧老川小学校」フリースペースより 大会開催会場から

筒森AIセンター会場の機械を操作

・ディスプレイを見ながら建設機械を操作 ・ディスプレイを見ながら建設機械を操作

※競技管理責任者が「キルスイッチ」（強制停止スイッチ）を
持ち安全管理を行う
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開催概要 競技コース＆ルール
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開催映像

https://youtu.be/sVrychvYWoo 9

https://youtu.be/sVrychvYWoo


本大会開催に向けての検証
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本大会開催情報
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一般社団法人運輸デジタルビジネス協議会

https://unyu.co/

unyu.co＠wingarc.com

03-5962-7370
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